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課題名
1７豚舎の清浄化技術 ■ｳ

（２） 豚舎消毒ｌ装置の選定及び消毒装置の利用〕効果
分類 ②

試験研

究年次
１～２年（完了）

●Ｐ

■■

Ｉ 目的．

豚舎における消毒装置の適正な利用法を検討し、
器系慢性疾病の発生防止を図る。

消毒効果を高め、呼吸

Ⅱ 試験方法，‘

１ミクロンスフ・1,-噴霧消毒による豚舎内環境の変化
（１）調査豚舎育成豚舎〆面積３６８．４㎡。
(2)噴霧方法ミクロンスプレーのノズル数は６８個。

消毒薬はグルタルアルデヒド製剤を使用。
噴霧量は６０秒間で約5000ｍＩ（１３．６１１１１／㎡）。

(3)調査時期１年５月

(4)調査方法２４時間以上無噴霧状態とした後

(5)調査項目

２ロータリースフ

（１）供試豚

。

(2)調査期間
(3)調査区分

のj豚舎内環境の変化を調査した
噴霧:前後の:豚舎.内塵挨量、

。

、噴霧を実施し、その前後

落下細菌数、舎内温度・湿度。

レーとミク0ンスフ。1,-の噴霧消毒効果の比較
大ヨークシャー種３２頭
1年６月１日～９月３０日

隆フヮｌＩｐＩの＄白司雰押ダ雷#琶歪１面Ｉ避け６司害妬蛙Ｒ羊

ｍｌ／㎡ 但l／日１１ｆ／頭

ロータリー区１０６戸，，１１．１８
ミクロン区２７，、ｌｌｎ

辻ノ福毒楽はグルタルアルデヒド製剤を使用。

(4)調査項目試験豚の発育性及びと体病変、豚舎内温度及び湿度、浮遊
塵挨量、落下細菌数６

Ⅲ主要成果の概Ｌ要
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Ⅳ主要成果の具体的データーｗ…雨

第１完ミクロンスフ・1,-噴霧消毒による浮遊塵挨量の変化（１年５月）
灰分噴霧前 噴霧直後－１５～３０分後６０分後

120秒噴霧区１３５±１２．２６８±１４．８６６±４．６６１±２．１．
６０秒噴霧区１５０±３１．９６０±２２．６５４±１２．５１０３±３０．８

注）単位ＣＰＮ：１CPM＝０．００１nig／、３
●

､ 各血▲▲

項自 噴霧前噴霧直後１５～３０分後６０分後

落下細菌数（個／lOcm2＊30sec.）９７７０２３３１
舎内温度（℃）２０．７１６．０２０．７２１．７
舎内湿度（％）５６．８７１．３６４．１５４．０

注）６０秒噴霧消毒時の値。．
’1.

ＩＦ

■ｳ0

第３表発育性及びと体病変帳（１年６月１日～９月３０日）

試験開始１日増体量 と体病変
一・刀､■■■一＝凸■＝壷？勺■＝■■9．血■一一一●、ヂ巳へ■（内へＱへｂ■

頭 ．ｇ 頭頭頭

ﾛｰﾀﾘｰ区雌５ｊ６６７０１０

去勢１１７２４４１２
－一一一一一一一一一一＝ーーー＝ー－－一一ーー－－－－－－-－-－－－－－一一一一~一・一一ー一一‐＝一一－－＝＝＝＝－－一一‐~一ー一一一一一ー一－一一－－一一－－－－一一－

ミ ク0ン区雌２Ⅷ６４３０１０

去勢１４６６８２１２

注）①ﾛｰﾀﾘｰ区の去勢11頭中１頭はへﾙﾆｱ、ミクロン区の去勢１４頭中２頭は肢蹄損傷
のため試験中止。

②SEP：マイコフ･ﾗｽ霊マ感染症、ＡＲ：萎縮性鼻炎、Ｈｐｎ：ｱｸﾁﾉﾊ函ｼﾗｽ症

第４表舎内温度及び湿度〆（散布６０分後）

月
平均温度（℃）平均湿度'（％）
ﾛｰﾀﾘｰ区ﾐｸﾛﾝ区ロータリー区ミクロン区

６２１．０２０．２７４．８７７．３

７２５．０２３．９７６．７７９．０

８２５．６２４．２７９．０７８．１

第５表浮遊塵挨量及び落下細菌数（散布６０分後）

月
浮遊塵挨量（CPlvl） 落下細菌数（個／ｌ０ｃＩｎ２＊３０sec．）
ロータリー区ミクロン区 ﾛｰﾀﾘｰ区ミクロン区

６５９．４６６．０２９．０４２．０

７４３．８５１．３２２．０５２．０

８５４．８６２．８２５．０５３．５

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１豚舎の衛生環境改善対策として、消毒装置を利用する場合の参考資料
となる 。

２ミクロンスフ･1,-使用時は風による噴霧粒子の飛散に注意する ◎

Ⅵ今後の研究上の問題点

適正な消毒薬、消毒量について検討する必要がある。

Ⅶ資料名

１年度福岡県農業総合試験場畜産研究所試験研究成績書

－３０１－


